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今号から3回にわたり，「SMART PP」のコア技術で

ある，Javaアプリケーション開発・実行環境の「MZ

Platform」を紹介していきます．

このMZ Platformは，日本の「ものづくり」強化策

として経済産業省が2000年に実施した「デジタルマイ

スタープロジェクト」において，産業技術総合研究所

が開発した技術の名称です．このMZ Platformをコア

として，スマーテックが「SMART PP（Prototype

Platform）」という名称で商品化を行っています．

MZ Platformの最大の特徴は，Javaフレームワーク

をベースにした，完全なコンポーネントベースの開発

環境である点です．開発者は，一般的なJava開発ツー

ルのようにエディタ上でソースコードを記述すること

なく，すでに用意されているコンポーネント（ソフト

ウェア部品）を選択し，その部品同士をつなぎ合わせ

ていくという作業を繰り返すことによって，短期間で

実行可能なアプリケーションを構築することができま

す．

もともとMZ Platformは，「中堅中小製造業における

現場業務のIT化を支援する」という目的で開発が進め

られた経緯から，標準で用意されているコンポーネン

トには，一般的なアプリケーションでよく使われる

GUIやフォームをはじめとして，各種グラフ，ガント

チャート，データテーブル，帳票，3Dイメージビュー

ワなど，製造業における実際の業務アプリケーション

に利用しやすいものが，数多く用意されています．ま

た，より高度なカスタマイズを行うための，条件制御，

各種変数，データベースアクセスといった機能も，標

準コンポーネントに含まれます．

さらに，MZ Platformの基本コンセプトとして，実

際に現場でアプリケーションを使うユーザが，自分の

手で業務アプリケーションに必要な修正を加えたり，

機能を追加したりといった作業を行う，「EUC（End

User Computing）」が強く指向されています．そのた

め，実際のアプリケーション構築ツール上では，Java

のソースコードを一切記述しません．関係するソフト

ウェア部品同士を目で見える「線」でつなぎ，その関

係は「ガントチャートのデータを設定する」「表示し

たい文字列を設定する」「アプリケーションを終了す

る」といった，わかりやすい日本語で定義していきま

す．

これらの基本となる開発環境，実行環境，約150個

の標準コンポーネント群は，すべて無料で利用するこ

とができます（図1）．スマーテックでは，今後，MZ

Platform上で利用できる，より高度な機能を持ったコ

ンポーネントや，実際の業務システムの開発テンプレ

ートとなるプロトタイプアプリケーションなどを販売

していく計画です．

ソースコードを記述せず，完全なコンポーネントベ

ースでアプリケーションの構築を行える開発環境は，

これまでにもいくつか世に出ていますが，「製造業向

けの業務アプリケーション開発が特に容易である」「基

本的な開発・実行環境，標準コンポーネントが無料で

提供される」「J2SEベースであり，Windows/Linuxの

環境で利用できる」といった点が，MZ Platformの特

に大きな特徴となるでしょう．

コンポーネントウェアで実現するリッチプロトタイピングツール「SMART PP」
第1回：SMART PPのコア技術，MZ Platformとは何か？

テキスト＝柴田 克己
text by Katsumi SHIBATA

完全なコンポーネント開発で生産性を向上

MZPlatform  04.12.21  11:34 AM  ページ232



JAVA PRESS Vol.40● 233

では，実際にMZ Platformを利用する環境を作って

みましょう．ここでは，Windows 2000/XPでの利用を

前提に説明します．

まず，ダウンロード用のWebサイト（http://www.

gihyo.co.jp/ad/download/）にアクセスして，圧縮フ

ァイルを入手してください．解凍するとインストーラ

（Setup.exe）とドキュメントフォルダが出現します．

インストーラにてMZPlatformとJ2SE1.4.2_03，

Java3D1.2.1_04をインストールし，ドキュメントフォ

ルダを好みの場所に配置します．これでMZ Platform

が利用可能となります．

MZ Platformのグループには「アプリケーションビ

ルダー」（開発環境），「アプリケーションローダー」

（実行環境）と，各アプリケーションのコンソール，お

よびReadmeファイルが生成されているはずです．実

際の開発作業は，「アプリケーションビルダー」上で

行います．

MZ Platformには，詳細なチュートリアルとサンプ

ルアプリケーションが用意されていますので，まず

は，これらを参照しながら，作業イメージをつかんで

みることをお勧めします．アプリケーションビルダー

を起動し，「ファイル」メニューの「ロード...」から，

「Tutorial」フォルダの中にある，サンプルアプリケー

ションを開いてみてください．電卓や住所録，ガント

チャートといったシンプルなアプリケーションが，ど

ういったコンポーネントやイベント処理で成立してい

るのかが，理解できるようになっています．

機能の追加・修正は，アプリケーションビルダーの

フィールド上で，右クリックしてコンポーネントを追

加．それぞれのコンポーネント間をイベントで接続．

イベントによって，どのような処理を行うかを日本語

で選択するという作業を繰り返すことで行います．作

業中に「画面編集」ボタンを押すと，ユーザインタフ

ェースの調整も可能です．また，開発作業のどの段階

でも「実行」ボタンを押すことにより，アプリケーシ

ョンローダーを呼び出し，その時点でアプリケーショ

ンビルダー上に構築されているプログラムの実行状況

を確認できます．さらに，その状態でアプリケーショ

ンビルダー上に加えた変更は，即座に実行画面にも反

映されるようになっています．

一般的なJava開発環境を使い慣れた開発者にとって

は，「ソースコードを変更して，ビルドして実行」と

いう過程が必要ないため，MZ Platformでの開発作業

は，多少独特に感じられるかもしれません．しかし，

たとえば，実際にコーディングを始める前のプロトタ

イピングに，このツールを利用することで，実際に動

くアプリケーションを極め

て短期間に作成できるとい

うメリットがあります．もち

ろん，小規模なものであれ

ば，MZ Platform上のアプリ

ケーションを，そのまま業務

に利用することも可能です．

次回以降は，実際のアプ

リケーション構築の例を交

えつつ，MZ Platformの技術

的な側面や，それを利用す

ることによって，大幅に生

産性を向上できる開発場面

などをご紹介していきます．
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●図1 Smart PPの全容と無料で提供される開発環境MZ Platform
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